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問1 日本の三陸沖では、南から北上する暖流の黒潮（日本海流）と、北から南下する寒流の親潮（千島海流）がぶつかり、世界的な好漁場が形成さ
れています。このように、異なる性質を持つ海流が衝突し、多くの魚が集まる海域を何といいますか。 （2023年 愛媛県公立入試 類似）

1. 大陸棚 2. バンク（浅瀬） 3. 潮目（潮境） 4. 湧昇流

問2 日本国内における生乳の流通と地域の関わりについて述べた文として、正しいものはどれですか。 （2022年 京都府公立入試 類似）

1. 北海道では、広大な牧草地で生産
された生乳のほとんどが、液体の状
態のまま東京などの大消費地へ飲用
向けとして高速輸送されている。

2. 関東地方では、人口の多い消費地
に近接しているという立地条件を活
かし、生産された生乳の多くが飲用
向けとして出荷されている。

3. 都市近郊の酪農家は、土地が狭く
飼料の確保が難しいため、生乳の生
産ではなく子牛の育成と販売を専門
に行っている。

4. 東北地方や九州地方では、生乳の
生産量が関東地方より圧倒的に多い
ため、すべての生乳を一度バターに
加工してから全国へ配送している。

問3 観光客の実態調査において、居住地、交通手段、宿泊の有無、訪問回数、周遊場所の5項目を調査することの目的として、背景や理由を説明した
ものとして最も適切なものはどれですか。 （2017年 香川県公立入試 類似）

1. 地域の居住人口を正確に把握し、
自治体の税収を予測するため

2. 観光客の流入経路や滞在傾向を分
析し、効果的な集客や交通整備に役
立てるため

3. 特定の観光施設における従業員の
接客態度を改善させるため

4. 観光客の所得水準を推定し、高級
な土産物の開発を検討するため

問4 日本では、1人1日あたりの魚介類消費量が1970年から2018年にかけて減少しています。このような変化が起きた背景として、最も適切な説明
はどれですか。 （2024年 栃木県公立入試 類似）

1. 健康志向の高まりにより、動物性
タンパク質の代わりに小麦製品のみ
を摂取する習慣が定着したため。

2. 米の消費量が大幅に増加したこと
で、おかずとしての魚介類が不要に
なったため。

3. 国内の漁獲量が減少した結果、政
府が国民に対して魚介類の摂取を厳
しく制限したため。

4. 食生活の変化にともない、肉類や
乳製品を中心とした欧米に近い食事
を好む傾向が強まったため。

問5 日本、イギリス、フランスの3か国における「一人当たりの年間取水量」を比較した統計において、日本は約660立方メートルと最も多くなって
います。日本において、この取水量のうち約430立方メートルを占め、最も利用割合が高い項目はどれですか。 （2017年 広島県公立入試 類似）

1. 農業用水 2. 工業用水 3. 生活用水 4. 発電用水

問6 北海道では、さけの卵を人工的に受精させて稚魚を育ててから川へ戻したり、海に人工的な魚礁（ぎょしょう）を作って魚が集まりやすい環境
を整えたりする活動が盛んです。このように、人の力で水産資源を増やし、自然の海で成長したものを捕る漁業の形態を何といいますか。
（2021年 徳島県公立入試 類似）

1. 栽培漁業 2. 養殖漁業 3. 沿岸漁業 4. 遠洋漁業

問7 主要国の農業統計において、アメリカやフランスなどが100%を超える高い数値を示す一方、ある国は「国土面積に占める農地の割合」が約12
%、「穀物自給率」が約21%（2011年）と、際立って低い数値を示している。この国として当てはまるものはどれか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 日本 2. アメリカ 3. オーストラリア 4. フランス

問8 日本の貿易統計において、成田国際空港の貿易額（輸出入額）が全国の主要な港の中でも常に上位にある理由を説明したものとして、最も適切
なものはどれですか。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 航空機による輸送は、大型の船舶
よりも一度に大量の貨物を運ぶこと
ができるため、鉄鉱石や原油といっ
た重量のある資源を効率よく運べる
から。

2. 航空輸送は海上輸送よりも燃料費
が安く抑えられるため、小麦や大豆
などの安価な農産物を大量に輸入す
る際の主流となっているから。

3. 近年、環境保護の観点から海上輸
送が制限されており、日本に輸入さ
れる自動車や機械類のほとんどが航
空輸送に切り替わったから。

4. 航空機による輸送は、海上輸送に
比べて費用は高いが高速であるため
、IC（集積回路）のような軽量で高
価な製品や、鮮度が求められる商品
の輸送に適しているから。

問9 日本の工業において「産業の空洞化」が進んだ主な理由と、それによって国内で生じた課題の説明として最も適切なものはどれですか。 （2022年

大阪府公立入試 類似）

1. 先端技術を持つ人材が不足したた
め、単純作業を行う工場を意図的に
海外へ売却し、国内を情報通信業に
特化させた。

2. 生産コストの安い海外へ生産拠点
を移したことで、国内の工場の閉鎖
や雇用機会の喪失を招いた。

3. 海外からの輸入製品が減少したこ
とに対応するため、国内の工場を海
外企業に貸し出し、その賃貸料で利
益を得る構造に変化した。

4. 日本の労働賃金が世界的に見て非
常に安くなったため、熟練の技術者
が海外の工場へ引き抜かれ、国内の
技術伝承が途絶えた。

問10 九州地方において福岡県は、年間の商品販売額が最も多くなっています。このように、都市部で経済を支える中心となっている小売業、卸売業
、サービス業などのように、形のないサービスを提供する産業を総称して何と呼びますか。 （2016年 岡山県公立入試 類似）

1. 第3次産業 2. 第1次産業 3. 重化学工業 4. 第2次産業

問11 三大都市圏への人口集中と、それに伴って発生している地域的課題についての説明として、背景や影響を正しく述べているものはどれですか。
（2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 三大都市圏では地価の下落によっ
て住宅不足が解消されたが、地方で
は農業の機械化によって労働力が過
剰となり、都市部へ職を求める人が
再び急増している。

2. 東京や大阪に人口が集中した結果
、名古屋圏では人口が減少に転じて
おり、工業地帯での労働力不足が全
国で最も深刻な社会問題となってい
る。

3. 東京・大阪・名古屋への人口集中
により、都市部では住宅不足や交通
渋滞が発生する一方、農村部では若
者の流出により過疎が進み、生活機
能の維持が困難になっている。

4. 三大都市圏への人口集中を解消す
るために地方へ移住する若者が急増
した結果、現在は都市部における急
激な人口減少と空き家問題が最も優
先すべき課題となっている。

問12 日本国内の旅客流動において、東京を目的地とする移動手段を調査したところ、愛知県からの移動では鉄道が圧倒的に多く利用されている一方
、福岡県や北海道からの移動では航空機の利用者が非常に多いという結果が見られました。このような、移動距離によって利用される交通手段
が変化する傾向について、正しい説明はどれですか。 （2017年 鳥取県公立入試 類似）

1. 移動距離が長くなるほど、途中下
車が可能な鉄道の利用者が増える傾
向にある。

2. 移動距離が長くなるほど、速度の
速い航空機の利用割合が高まる傾向
にある。

3. 移動距離が短いほど航空機が優先
され、所要時間の短縮が図られる。

4. 移動距離に関わらず、運賃の安さ
から常に鉄道が第一の選択肢となる
。


